
令和６年度 第１回新発田警察署協議会議事概要

開催日時 令和６年６月２６日（水）午後１時30分から午後３時00分まで

開催場所 新発田警察署 講堂

月岡会長 林副会長 安達委員
委 員

大沼委員 小井戸委員 髙橋（京）委員 計12人
（ ）定数15人

高橋（直）委員 田代委員 傳委員

出 席 者 長谷川委員 宮崎委員 渡辺（江）委員

（会長・副会長以下50音順）

渡辺署長 川上副署長 岡澤分庁舎所長

計11人警 察 渡邉警務課長 関留置管理課長 髙橋会計課長

村山生活安全課長 平野地域課長 杉本刑事課長

本間交通課長 阿久津警備課長

管内の治安情勢

署長から、令和６年５月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明が

あった。

前回の答申事項に対する業務推進状況

生活安全課長、交通課長、警務課長から、前回答申した重点推進項目の取組状況

について下記のとおり説明があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺被害防止対策の推進

ア 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進

○ スーパーやイベント等において被害防止広報を実施

○ ラジオ出演、広報紙等による特殊詐欺被害防止広報を実施

イ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

○ 金融機関において利用者に対する被害防止広報を実施

○ 金融機関における窓口対応訓練の実施

ウ 行政機関と連携した防犯機能付き電話機の普及促進

○ 会合において防犯機能付き電話機の普及促進活動の実施



(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進

ア 通学路、学校における犯罪被害防止対策の推進

○ 登下校時間帯におけるパトロール活動を強化

○ 管内の学校における防犯教室、不審者対応訓練を実施

○ 少年警察ボランティアと共同で街頭パトロールを実施

イ 不審者事案の早期解決と迅速かつ適切な情報提供

○ 行為者の早期特定による先制的予防活動を実施

○ 不審者に関する情報発信の強化

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 歩行者事故防止に向けた交通指導取締りの推進等

ア 春の交通安全運動の推進（４/６～４/15）

○署長以下での安全運動出発式、街頭指導所による広報の実施

○スーパーやイベント等において交通安全広報を実施

イ 通学路を主眼とした危険箇所の把握、道路標識点検の実施

○管内の標識の点検活動による危険箇所の把握

ウ ドライバーに向けた横断歩行者保護意識醸成のための広報

○ 歩行者保護の意識向上のための取締り活動や広報を実施

エ 「速度等取締り指針」に基づいた交通指導取締りの推進

(2) 自転車利用者保護対策の推進

ア 自転車安全月間の取組の推進（５/１～５/31）

○ 中学生、高校生に対する交通安全教室の実施

○ 通学利用駅における自転車のヘルメット着用指導の実施

○ スタントマンを活用した交通安全教室の実施

○ラジオ番組出演による広報活動の実施

３ 高齢者の各種被害等防止対策の推進

(1) 高齢者の犯罪被害防止対策の推進

ア 高齢者の特殊詐欺等被害防止対策の推進

○各種会合における防犯広報を実施

○寸劇による防犯広報を実施

○高齢者世帯の戸別訪問による防犯広報の実施

イ 高齢者を交通事故から守るための対策の推進

○各種会合における交通安全広報を実施

○高齢者世帯の戸別訪問による交通安全広報の実施

○自動車学校における高齢ドライバーに対する交通安全講話の実施

(2) 高齢者の各種事故防止対策の推進

ア 認知症高齢者の行方不明事案の発見、各種事故防止対策の推進

○高齢者の行方不明者、保護、安否確認事案の発生時の対応

イ 認知症、重度の心疾患その他病気を抱え運転に支障がある高齢者の免許証

自主返納手続きの推進

○認知症高齢者やその家族に対する運転免許証自主返納に関する広報の実施



諮問

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺被害防止対策の推進

ア 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進

イ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

ウ 行政機関と連携した防犯機能付き電話機の普及促進

(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進

ア 通学路、学校における犯罪・前兆事案対策の推進

イ 不審者事案の早期解決と迅速な情報提供

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 各期交通安全運動等と連動した交通事故防止対策の推進

ア 夏の交通安全運動（７/22～７/31）

イ 秋の全国交通安全運動（９/21～９/30）

(2) 交通指導取締り等の推進

ア 通学路や学校周辺道路における取締り

イ 「速度取締り指針」に基づいた交通指導取締りの推進

３ 高齢者の各種被害防止対策の推進

(1) 高齢者の犯罪被害等防止対策の推進

(2) 高齢者の保護等による各種事故防止対策の推進

答申

、 、 。新発田警察署協議会で協議 検討した結果 諮問のとおり推進するよう答申した

意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）

１ 不審者事案認知時の対応について教えていただきたい。

幅広く情報共有するのが市民のためと考え、情報発信を強化しています。

また各種安心メールの受信者を増やすため、各種会合やイベント等を利用して

メール受信に関するＱＲコード付きのチラシを配付して加入者の促進に務めてい

ます。

２ 他の県警では、警察官のサングラスの着用が認められているようだが、新潟県

警でも解禁されていますか。

○ サングラス着用の必要性が認められれば、新潟県警でもサングラス着用は

可能です。

県内では、サングラスを着用した警察官の活動は、全体的に見てあまり多

くありませんが、着用経験のある警察官によれば、路面の状況が見やすくな



り、安全面で効果があるという声もあります。

３ 他の県警では制服警察官がコンビニエンスストアに警戒で立ち寄った際に、制

服姿のまま飲食物の購入が認められていると聞きます。防犯上の観点から私は非

常に良いことだと思いますが、新潟県警でも認められていますか。

○ 購入は、全面的に禁止されている訳ではありませんし、現在、店舗におけ

る物品購入に関する枠組みを県警本部において検討中と聞いております。

４ 交通事故の多発する時間帯や加害者側の傾向を教えてほしい。

○ 時間帯は夕暮れ時が多いです。

また加害者の傾向としては、高齢者が加害者となるケースが多いですし、

高齢者の運転操作のミスによる自損事故が増加傾向にあります。

このようなことから高齢者の運転免許証の自主返納を勧めていますが、免

許返納後の足をどうするかということも社会全体で考えなければいけない重

要な案件です。

５ 金属片の盗難が多いと聞きます。公園の鉄板がなくなったり、消防のホースの

、 。先端などが盗まれると聞くが 新発田署管内でも増加しているのか教えてほしい

○ 当署管内でも増加傾向にあります。

盗まれた金属片には、売却するルートが存在し、盗んだ犯人が手っ取り早

く金を手に入れることが可能です。

金属片等を盗まれないように、なるべく鍵のかかる場所で保管していただ

きたい。

速度取締り指針の策定

交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があ

り、了承した。

その他

署長あいさつ 会長あいさつ



委嘱状交付 協議会議事


